第957回生物科学セミナー
（第374回 Zoological Conference）
日時：　7月17日（水）　16:40-18:10
演者：　竹内　秀明　助教　細胞生理化学研究室
演題:　 メダカの三角関係（♂-♀-♂）における
個体間相互作用様式とその神経基盤　
メダカは江戸時代から国内でペットとして飼育され、多様な社会行動が観察されていた。一方でメダカは発生や生殖生物学のモデル生物として遺伝子導入法やノックアウトの作出など洗練された分子遺伝学的手法が確立している。私達はこれまでにメダカの行動様式に関わる脳機能を分子遺伝学的手法で解析する目的で、メダカの社会行動（配偶者選択、配偶者防衛行動など）を定量化する行動実験系の確立を行ってきた。同一水槽にオス、オス、メスの３個体をいれると、メスが好みのオスを配偶相手として選択する配偶者選択行動、メスを巡って２匹のオスが競争をする配偶者防衛行動が誘起される。さらに行動異常を示すメダカ変異体の解析から、メスの「異性の好み」を規定する神経機構を解明することに成功した。本セミナーでは行動実験系の確立から目的神経機構の同定に至るまでの経緯をお話する予定である。
場所：　理学部２号館　　講堂 
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・細胞生理化学研究室
